
静岡の観測資料から見た静岡付近の
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この調査はさ，きに，気象庁地震課から提案のあった，

「地震予知のための予備調査」に相当するもので，静岡に

おける，地震観測結果のみを資料として調査したもので

ある.

静岡地方気象台は昭和15年沼津から移転したものであ

り，調査は静岡のみの資料により行なった.

使用地震計は昭和15年以後ワィーへノレト地震計 (3成

分)である.次にその大体の常数を示、す.

上下動地震計は昭和37年頃から周期ト倍率共に， 5.0 

秒→4.2秒，-80→60に落として使用している.

~ 2. 地震記象型から見た地震活動域について (A調

査)

1953年(昭和28年)から1962年(昭和37年)の10カ年

・聞に日本付近で起った地震でj 震源の深さが 100km以

下のものについてのみ調査した. 震源の深さ 100km以

上のものは例数が少なく，かつ，記象が微小であるため

分類出来なかったので，今回の調査から除外した.

なお，震源地，震源の深さ等は，地震月報及び昭和33

e年 6月の地震月報別冊によったL

勿論，地震の記象型は厳密に分類出来ないものもある

が，一応，P相，S相の出現の仕方，P相 s相の周
特K.Matsuo and O. Suzuki: Investigatioris of 

SeismicActivity from Seismograms Obtained 

at Shizuokふ (ReceivedJune 22， 1964) 
州静岡地方気象台
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期，最大振幅の出現する時期，震動の減衰の遅速等によ

り， A，B; C， D，" E， FしGの7つに分類した.そ

の代表的な型を第1図に示してある."又そめ分類の概要

をまとめたのが，第 1表である.

N ，'Ll'-'_~__ 
7プヤ ー

U 
.A型 196i年10月23日 10 h18m 静岡県
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A型 1962年7月20日 12 h37m 静岡付近

震度 1 震央 34050'N 138
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27' E 深さ Okm
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B型 1961年 2月17日 22 h32m 山梨県東部

震度 1 震央 35031'N139
0

01'E 深さ20km

N 

S 

E
 

w 

D 

U 

C型 .1954年 7、月 3日 22h09m 三河湾

震度o.震央 34.60N 137.00 E 深さ10km
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D型 1960年 2月1日 11 h42m 千F葉県中部

震度O 震央 35.30N 140.20 E 深さ70km
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D型 1953年 2月3日 10h20m 千葉県中部

震度 1 震央 35.5.0N 140.30 E 深さ50km

判例1仙川一
E型 1960年12月26日 10 h45m 三重県中部

震度 I 震央'34.~O N 136.20 E 深さsOkin

ート伽~一一一一D 

U 

E型 1954年 6月5日 22h14m 茨城県南西部'

震度 2 ・震央36.00N 139.90 E 深さ50-60km
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F型 1957年11月10日 Fh26m 新島近海
震度O 震央 34.30N 139.30 E 深さ Okm
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G型 1956年 2月10日 09 h03m 福島県東方沖

震度O 震央、37.30 N 142. 40 E 深さ60km

4ィ州酬明例。Nv川川町叫

F型 1962年 5月5日-20 h 12m 三宅島近海
震度 1 震央 34.10 N 139. 30 E 深さ Okm

第 1図記家

第 1表各記象

.- rh .I-ll< h I . P'，;...， S I深さ|分類型|震央地名 1..... .-IJ I 1.7[C C I 

I (秒)• I (km).' I 

G型 1953年12月21日 06 h20m 房総半島南東部

震度O、震央 34.3
0

N 141. 0
0 

E 深さ40km

型の実例

型分，類表

記象型の特長

D
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A 
静岡県一

駿河湾
0-10 

f明瞭・ S極端に明瞭.
0-10 1，週期共に極持て短い.
I S相の初めで振幅が特に大きくなる.

1稀に 4Dkml 減衰早い

I P， S共に明瞭.
20' IP， S共週期やや長川

減衰やや早い.、、

I.pやや不明瞭，.S明瞭で P， Sの週期共に短かい.
10-20 S相の振幅の長い時間はAに比べてやや長い.

|減衰やや早い.

P， S共に明瞭.

20-40 I 相の振幅の長い時間はやや長い.

;減衰比較的おそい.

P， S共に明瞭.'P， S相の振幅やや長い.

40-80 I P， Sの週期共にやや長い.

S減衰ややおそい.，

B 
山梨県

箱根山付近

愛 知ー県

山梨県南部

重県

千葉'県

埼、、玉 県 I20内外

神奈川県 i

茨-城県|

(和歌山県) I ， ~0-40 
三重県南部 | 

10-18 

c 12-25 

P，β共に明瞭.Pの週期短かいが S相の週期やや
長い.、
S相の初めに最大振幅が出る.
減衰おそい.

G 

P不明瞭，Sやや明瞭で S相で振幅を増し，長い時 J

間続く. (紡錘型に近い)
0-80 I 最大振幅は S相の後で現われる Pの週期短かいが S

の週期長い.
減衰最もおそい.

E 

F 
新島

三宅島

三陸沖

北海道南沖
茨城県沖 1 25-60 

房総半島南東沖

(及びその他の地域)

.0-20 近 海 10-25 

一23ー



号

出現地域を大まかにまとめて示したのが第3図であり，

DとEは，.はっきり'区分出来なかった.

A， B， Cの様に簡単な型は，近地地震に多くなって

いる.これらは振幅の小さい割合に有感地震が多い.

F， -Cの様に海底巳起る地震の記象は比較的，減衰が遅

く長時間持続するが，振幅の太きい割合には有感地震が

少ない.又茨城県南部はD，Eが混じっているが，本質

的にはD，Eを閉じ型とした方が良、いかも知れない.

なお， C型については第3図の様に三陸沖から四国の

南海上， ，中国地方も同じ型に分類したが，これについて

は問題があるかも知れないが，四国南沖や中園地方のも

のは，完全に記象がとれているものが少ないので，今回

は一応同じ分類とした.
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、手刀動方向から見た地震活動域について(B調査)

この調査は，静岡の地震記録の押し引きの分布から地

震活動の単位を推定じようとするもの.である

静岡の 1941年(昭和16年)から 1962年(昭和37年)

の記録の中で P及び iPと記録されたもののみを使用

した.

(1) 初動の押し，・引き分布図，緯度別の断面図の作製

第4図は，押し引きの平面的な分布である.図中・は

押L.， 0は引きを示す.

図中静岡付近は震央が重複するので， e又はOば必ず

~ 3. 

骨

〆'5.¥  
.Ao 

f。.Jft:j
。'0-.. ... 

A
U
 

0
 

• 
。。。

各記象型の震央分布図

G 

d第2図

Qr 。

- 24ー

。

静岡におけ一る初動の押し(・印)，
引，き (0印)の分布 (1941-1962)

第 4図

J . 

第 3図 各記、象型の発現地域
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模地震)又房総半島や愛知県の地震は引きの傾向が強

く，その他では押し引きがまちまちである.

又三河湾から静岡県中部，箱根山，房総半島北部，鹿

島灘に至る，西南西から東北東に至る線を考えると，愛

知県は引き (0)一静岡県西部は押し(@)富士川|ば引き

(0)箱根山は押し(③)房総半島北部は引き (0)鹿

静岡の観測資料から見た静岡付近の地震活動域について一一松尾・鈴木

しも震央の位置を示さない.

第4図で大体平面的な単位区分が出来るが，第5図に

緯度 1度毎の東西方向の断面図を示す.第4図及び第5

図により，割合はっきり地震活動の単位が判る.その概

要を第2表に示す.

すなわち静岡県では押しの傾向が強く(局発性の小規
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初動の押し(・)，引き (0)の鉛直分布第 5図

-考

I 愛知県南部 34.6-35.0 136.9-137.2 
0-20 18 
稀に40

2 天竜川流域 34.6-35.0 137.5-138 0-20 811 9 88 11同一にしても良いかと思わ
35ιO 

れる.
3 大井川下流域 34.8;....35.7 138. 1-138. 5 0-20 35 100 小区域地震が多い.

4 新島近海 34.1-34.8 139.1-139.7 0-20 6 1 16 22 73 11たた995模6模54年様年様平ばから引きに変っ

5 房総半島南東沖 336. -34.7: 140.6-141. 8 30-50 17 15 32 53 
初めから引きに変っ

6 山梨県南部 135~ 4-35.8 138.8-139.3 0-20 8 2 i 10 80 

7 房総半島中・北部 35.3-35.8 139.8-140.6 40-80 44 89 

8 九十九里浜沖 35.3-35.6 140: 6-141. 4 40 3 1 11 14 79 

9 茨城県南部 36.0-36.2 139. 7 -.140. 3 40-80 3 1 13 16 81 

10 鹿島灘沖 .35.9-36.8 140.5-142. 1 0-40 23 6 129 79 

11 福島県沖 i37.4-38， 6 142. 1-143. 5 30-60 10 61 16 62 
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島灘は押し(⑧)と割合きれいに押し引きの区域が交互

に並んでいる.

又静岡県や愛知県の地震は震源が浅く，房総半島中

部，北部の地震は震源が深くなっている.

(2)・押し引きの時間的変化

押し引きの割合が一定Lない区域について時間的の変

化について考察し元.これを現わしたのが第6図である.
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時間的変化 (1941-1962)

第 6図
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第7図の(c ) 

まず房総半島南東沖の地震は1953年(昭和28年)暮か

ら1954年(昭和29年)初めにかけての群発性地震以後は

初動が，押しから引きに変った模様であり，又新島，三

宅島近海のものは1955年(昭和30年)半ばの地震以後は

初動がi押しから引きに変った様に考え.られる.ー
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第7図の (d)

~ "3， 

これに使用した地震は 1941年(昭和16年)から 1962

年(昭和37年)の地震で;P及び iPと観測されたもの

を使用した.又震源は地震月報および昭和33年6月地震

月報別冊により決めた.走時曲線図の縦軸には静岡にお

~、て観測された初動の発現時から震源における発震時を

引いた走時をとり，横軸に震央距離をとって，各深さ別

に作製したのが，第7図，第8図である.この走時図に

和田，益田の走時曲線をのせである.第7図のOは iP

@は Pを示す.又第8図は地域毎に分けたものである.

地震活動域と走時図について、 (C調査)

メ/
.パ/CMωm

L//〆/
W門:00 K門

門KH
 
nu 
n
d
 

門

l
l
w
 

。ムh三20KM

附

1
h
 

L.-' 

4∞ 
l 
，~ 

第7図の(e) 

t∞ 

- 26-

訪問詩。

第 7図の(a ) 



静岡の観測資料から見た静岡付近の地震活動域について一一松尾・鈴木 105 

i 
3∞ 

干上-

4∞ 

第7図の(f ) 

WM:80K門

( 

l 
S国 布

同4
J 
fI1) 、

第 7図の(g ) 

曲 家 ∞ ー亘'"

第8図の(a ) 

第8図の (b)

N
H
 
νn 
n
U
 

4

・
rι-
s
R
 

J

ムハUスu

c
 ザ
i
叶
i
l昨
!
?
l

寸

Ap〆
〆r…

--1KH 
50。 1∞ 2∞ 

-;; _0 . 

町 4∞ soo 

第&図の.(c ) 

M
H
 

vn 
nu 
r

、
d-
J
ι

一
し
n
H

J
ムハU4
・

F
匂e
 

戸、
u
h
i
l
i
-
-
L
o
l
l
i
-
-』
l
l』
l
!

o

e

o

k

 

z

h

v

t

d

d

匂

-Z

ノ位
。均/百島 @ 

。i一ι一一一一一一一ーで土
‘刊

一一一一-一一ι去「一一一---- 凶、 込町

第 8図の (d)

円un 
nu 
r
D
 

L
-
弘
N
H
rι 
巴ハ
Uro 

c
 
e
 

F

。
ド

j
i
l
-
-「
!
1
i
1「

ω
‘

却

判

/ 

/パパヱ60附

30 
.司

」
f国 奇 一上-

300 
ーLm 

時4

b 

第8図の(e ) 

..1KH 
U淘

第 8図の (f ) 

- 27ー



106 験震時報 29 巻 3 号

ω_&.c 

70Lh~80K門

/削1//
ム/

ィ司P50 

4<l ~イ
e 

事O

2Il 

10 

~ お

第 8園の Ud

その区分は下記の様である.

:記号|符号| 地 域 名

@ A 茨城県南部

O B 房総半島，九十九里浜沖

④ C 房総半島南東沖

ム D 鹿島灘沖

① E 三陸沖。-F 三宅島，新島近海
8 G 大島近海，箱根山系

1年 H、 '大井川，天竜川流域

ヲ崎 I 中部地方山岳地帯

× J 愛知県

これを地図上に現わしたのが第9図である.

E 

む

下

第 9ー図

j同4
EOO 

(1) 1，第7図について

(a) 0 km三三h孟20km

ほぼ標準走時曲線にのるが震央距離ムが 100km-

180kmの問でおくれる処がある-(Pに多い)

(b) 20kmくh亘30km

資料数は少ないが大体標準曲線にのる-(Pが多い)

( c )ー 30km<h豆40km

大体として標準走時曲線にのるが，ムが 360km以上

となるとおくれる傾向がある.

(d) 40kmくん豆50km

~ : 300km付近でやや早まる傾向がある.

(e) '50km<h孟60km

ム:200kmの処に多少おくれる処がありム :300km

以上となると早‘く達する傾向にある

( f) 60km<h豆70km

資料数が少ないがム 160km......200kmに遅れる処が

ある

(g) 70kmくん豆80km

ム:160kmイ立で、はよくわからないがム220km以上で、は

やや遅れる傾向がある.

(2) 第 8図について

( a) 0豆h豆20km

中部地方山岳部と愛知県の地震はおくれる傾向がある.

(ム:100km ......200km) 

(b) 20くん孟30km

例数が少なくて良く判らないが，房総半島南東部の地

震(ム:.230km ......32km)はおくれる傾向にある.

( c) 30くh三40km

鹿島i難沖，三陸沖の地震(ム:310km "";450km) は遅

れる傾向にある 0-

(d) 40くh孟50km

房総半島の南東沖の地震(ム:300km ......340km)は早ま

る傾向にある.

(.e) 50くh孟60km

茨城県南部の地震(ム:180km......202km) は早くなり

'鹿島灘沖の地震(ム:260km ......320km) は遅れる傾向に、

ある

( f) 60くh孟70km

‘房総半島の地震(ム:150km ...... 200km) は遅れる傾向

にある.

(g) 70くh豆80km

房総半島や九十九里浜沖の地震(ム:160km......200km 

は遅れる傾向にある.

以上を総合すると，①房総半島南東沖に発生した地震

- 28-
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で h=40.-5Okmのものは標準走時より速くなるよう

に思われる ②鹿島灘におこった地震ではん=30-60

kmのものは標準走時よP若干遅いようである.①三陸

沖の地震はん=30-40kmのものが標準;より遅いようで

ある. ①中部地方山岳部でおこった hニ0-20kmの地

震は標準よ、り遅いようである.

以上が静岡の観測資料から得られた「地震予知のため

の予備調査」に相当する調査結果である.唯調査の結果

のられつになり，考察が足りなかったと思われるが，今

後も続けτ調査したいと思づております.
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